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高校生議会高校生議会

香
住
高
校
２
年

香
住
高
校
２
年

　

西
川

　

西
川  

大大だ

い

き

だ

い

き貴貴
さ
ん
さ
ん

村
岡
高
校
３
年

村
岡
高
校
３
年

　

西
谷

　

西
谷  

世世せ

な

せ

な菜菜
さ
ん
さ
ん

自分の住む町に誇りを持ち、自分の住む町に誇りを持ち、
　主体性を持って行動できる若者を！　主体性を持って行動できる若者を！

質 

問
…
観
光
振
興
対
策
で
、
若

年
層
な
ど
の
新
た
な
客
層
の

獲
得
の
た
め
の
具
体
的
な
取

組
を
伺
い
ま
す
。

町 

長
…
平
成
26
年
に
神
戸
営
業

所
を
開
設
し
、
町
の
観
光
Ｐ

Ｒ
を
マ
ス
コ
ミ
に
行
い
、
昨

年
度
は
テ
レ
ビ
放
送
81
回
、

雑
誌
掲
載
57
回
な
ど
大
き
な

宣
伝
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

 　

ま
た
、
神
戸
市
内
の
洋
食

店
な
ど
で
「
香
住
ガ
ニ
フ
ェ

ス
タ
」
の
開
催
や
宿
泊
観
光

バ
ス
ツ
ア
ー
補
助
金
を
活
用

し
た
大
学
生
な
ど
の
合
宿
誘

致
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

 　

現
在
、
日
本
観
光
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
に
向

け
、
直
木
賞
作
家
角
田
光
代

さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
入
り
の
町

観
光
ポ
ス
タ
ー
作
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

●問い合わせ先　議会事務局

若
層
の

な
取

質 

問
…
町
が
移
住
定
住
促
進
の

た
め
に
現
在
行
っ
て
い
る
具

体
的
な
施
策
を
伺
い
ま
す
。

町 

長
…
１
つ
目
は
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
な
ど
、
本
町
を
知
っ

て
も
ら
う
取
組
、
２
つ
目
は

お
試
し
住
宅
の
整
備
な
ど
、

本
町
へ
訪
問
す
る
き
っ
か
け

づ
く
り
、
３
つ
目
に
都
市
部

住
民
を
対
象
と
し
た
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
な
ど
を
開
催
し
、

移
住
の
動
機
づ
け
に
つ
な
が

る
取
組
、
４
つ
目
に
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
な
ど

移
住
へ
の
興
味
を
抱
い
た
人

へ
の
仕
事
や
住
居
な
ど
の
情

報
提
供
や
起
業
希
望
者
へ
の

支
援
を
行
う
取
組
を
し
て
い

ま
す
。

質 

問
…
「
香
美
町
も
の
づ
く
り

支
援
事
業
補
助
金
」
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
補

助
は
限
定
的
で
、
長
期
的
な

支
援
が
雇
用
拡
大
・
安
定
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

町 

長
…
時
代
や
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
も
の
と
な
る
よ
う
、
町
内

で
事
業
を
営
ん
で
い
る
事
業

主
か
ら
の
意
見
を
反
映
し

行
っ
て
い
ま
す
。

　

 　

「
制
度
は
作
っ
た
が
事
業

者
の
実
情
に
合
わ
な
い
」「
期

待
し
て
い
た
効
果
が
得
ら
れ

な
い
」
な
ど
の
場
合
、
総
合

的
に
判
断
し
、
新
た
な
事
業

を
作
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

 　

今
後
も
若
い
人
の
意
見
も

積
極
的
に
取
り
入
れ
た
支
援

制
度
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
す

質 

問
…
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
こ

と
の
で
き
る
安
全
な
場
所

（
公
園
）
を
作
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
意
見
に
つ
い
て
、
町

長
の
考
え
を
問
い
ま
す
。

町 

長
…
平
成
26
年
度
に
香
住
区

の
今
子
浦
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー

ク
、
平
成
27
年
度
に
し
お
か

ぜ
香
苑
、
本
年
4
月
に
小
代

区
の
い
こ
い
の
里
に
そ
れ
ぞ

れ
大
型
遊
具
を
設
置
し
、
親

子
が
集
い
安
心
し
て
遊
ぶ
こ

と
の
で
き
る
公
園
の
整
備
を

し
ま
し
た
。

　

 　

今
後
、
村
岡
区
に
お
い
て

も
大
型
遊
具
の
設
置
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
や
関
係
者

の
意
見
を
十
分
に
反
映
さ
せ

ま
す
。

香
住
高
校
３
年

香
住
高
校
３
年

　

尾
沼

　

尾
沼  

拓拓た

く

み

た

く

み海海
さ
ん
さ
ん

村
岡
高
校
３
年

村
岡
高
校
３
年

　　

西
崎
西
崎  

志志し

ほ

み

し

ほ

み

穂
美
穂
美
さ
ん
さ
ん

　選挙権年齢が満 18 歳以上に引き下げられた今、高校生が自分の住む町に誇りを持ち、主体性を持って行　選挙権年齢が満 18 歳以上に引き下げられた今、高校生が自分の住む町に誇りを持ち、主体性を持って行

動できる若者に育ってもらえるよう、7月 31 日（月）、香美町役場議場を会場に一般社団法人香住青年会議動できる若者に育ってもらえるよう、7月 31 日（月）、香美町役場議場を会場に一般社団法人香住青年会議

所（東所（東雅雅
ま さ とま さ と

人人理事長）が、町、町議会、香住高校、村岡高校などの協力のもと、高校生議会を開催しました。理事長）が、町、町議会、香住高校、村岡高校などの協力のもと、高校生議会を開催しました。

　当日は、両校の代表生徒 9人が、香美町総合戦略の基本目標に基づき「新しい人の流れをつくる・移住定　当日は、両校の代表生徒 9人が、香美町総合戦略の基本目標に基づき「新しい人の流れをつくる・移住定

住対策」「雇用の創出・農林水産業の競争力強化」「新しい人の流れをつくる・集客と交流の推進」「出産・住対策」「雇用の創出・農林水産業の競争力強化」「新しい人の流れをつくる・集客と交流の推進」「出産・

子育て支援の充実」と同会議所が取り組む「キャンピングカーの聖地『香住』の創造」の５つのテーマに基子育て支援の充実」と同会議所が取り組む「キャンピングカーの聖地『香住』の創造」の５つのテーマに基

づき町長、教育長および同会議所理事長に対し、質問をしました（質問、回答は抜粋しています）。づき町長、教育長および同会議所理事長に対し、質問をしました（質問、回答は抜粋しています）。
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生
徒
た
ち
は
、
5
月
27

日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
「
み

ら
い
創
造
座
談
会
」
を
皮

切
り
に
高
校
生
議
会
当
日

ま
で
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
リ

ハ
ー
サ
ル
な
ど
を
重
ね
、

町
の
現
状
や
自
分
た
ち
の

未
来
に
つ
い
て
考
え
て
き

ま
し
た
。

　

同
青
年
会
議
所
み
ら
い

創
造
委
員
会
藤
原
靖
久
委

員
長
は
「
こ
の
高
校
生
議

会
を
通
じ
、
高
校
生
が
主

体
性
を
も
っ
て
行
動
で
き

る
大
人
に
成
長
す
る
き
っ

か
け
と
な
り
、
こ
れ
に
関

わ
る
大
人
も
、
気
づ
き
を

得
ら
れ
る
機
会
に
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

▲高校生議会に向けてワークショップを行う高校生

質 

問
…
地
元
商
品
と
町
の
観
光

振
興
Ｐ
Ｒ
を
関
連
さ
せ
た
取

組
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

町 

長
…
香
住
ガ
ニ
フ
ェ
ス
タ
の

ほ
か
ノ
ド
グ
ロ
づ
く
し
の
料

理
や
活
イ
カ
料
理
、
但
馬
牛

や
松
葉
ガ
ニ
な
ど
Ａ
級
食
材

を
一
度
に
味
わ
っ
て
も
ら
え

る
ダ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ド
鍋
な
ど

を
マ
ス
コ
ミ
に
Ｐ
Ｒ
し
、
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
多
く
取
り

上
げ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

 　

今
後
は
、
海
で
の
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
、
山
で
の
ツ
リ
ー
イ

ン
グ
、
渓
谷
で
の
シ
ャ
ワ
ー

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
の
体
験

メ
ニ
ュ
ー
と
猿
尾
滝
や
大
乗

寺
、
余
部
ク
リ
ス
タ
ル
タ

ワ
ー
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

に
地
元
特
産
料
理
メ
ニ
ュ
ー

を
組
み
合
わ
せ
た
商
品
を
開

発
し
、
観
光
振
興
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

質 

問
…
企
画
課
＋
他
課
と
コ
ラ

ボ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
色

が
出
て
、
よ
り
わ
か
り
や
す

い
移
住
定
住
対
策
に
な
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

町 

長
…
移
住
定
住
相
談
会
で
は
、

地
域
の
食
材
や
特
産
品
の
情

報
、
子
育
て
支
援
策
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

 　

特
産
物
の
情
報
発
信
や
Ｐ

Ｒ
は
、
観
光
的
な
要
素
や
地

場
産
業
の
育
成
な
ど
農
林
水

産
課
や
観
光
商
工
課
が
情
報

発
信
や
Ｐ
Ｒ
を
し
、
町
の
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

移
住
定
住
対
策
の
第
一
歩
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
役
場

内
で
連
携
し
、
移
住
希
望
者

の
求
め
る
情
報
発
信
を
推
進

し
ま
す
。

質 

問
…
町
の
人
口
維
持
の
た
め

に
も
、
出
産
子
育
て
支
援
は
、

他
の
自
治
体
に
比
べ
て
優
れ

た
も
の
で
あ
る
べ
き
。
そ
の

こ
と
を
多
く
の
人
に
周
知
す

る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

町 

長
…
本
年
７
月
か
ら
こ
ど
も

医
療
費
助
成
事
業
の
適
用
範

囲
を
高
校
３
年
生
世
代
に
広

げ
ま
し
た
。
ま
た
、
若
い
世

代
が
子
育
て
し
な
が
ら
働
き

や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、

本
年
４
月
か
ら
保
育
料
を
国

基
準
の
５
割
ま
で
軽
減
し
ま

し
た
。

　

 　

こ
れ
以
外
に
も
妊
婦
健
康

診
査
費
の
助
成
の
拡
大
な
ど

制
度
拡
充
や
新
規
制
度
の
導

入
を
行
い
、
子
育
て
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

 　

こ
れ
ら
は
広
報
紙
や
Ｈ
Ｐ

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
関
係
者
の
皆
様
に
周

知
し
ま
す
。

に
周

質 

問
…
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
が
、

ま
ず
第
一
歩
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

町 

長
…
昨
年
６
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
活

動
を
Ｐ
Ｒ
し
、
知
名
度
を
上

げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

 　

町
で
は
、
こ
の
事
業
を
推

進
す
る
た
め
の
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

１
名
雇
用
し
、
広
報
紙
や
Ｈ

Ｐ
な
ど
を
利
用
し
て
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ミ

ニ
コ
ミ
誌
の
発
行
や
交
流
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
さ
ら

な
る
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

 　

林
業
振
興
や
地
域
内
経
済

循
環
、
木
に
親
し
み
森
を
愛

す
る
町
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
事
業
の
拡
大
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

質 

問
…
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の

聖
地
の
計
画
に
つ
い
て
、
聖

地
と
し
て
町
を
売
り
出
す
と

き
、
そ
の
宣
伝
の
方
法
は
検

討
し
て
い
ま
す
か
。

理 

事
長
…
日
本
Ｒ
Ｖ
協
会
へ
の

働
き
か
け
や
定
期
的
に
開
催

さ
れ
て
い
る
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
の
展
示
イ
ベ
ン
ト
、
ア

ウ
ト
ド
ア
雑
誌
へ
の
掲
載
な

ど
で
の
宣
伝
を
考
え
て
い
ま

す
。

　

 　

ま
た
、
ユ
ー
ザ
ー
イ
ベ
ン

ト
で
の
周
知
な
ど
も
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

 　

ユ
ー
ザ
ー
の
意
見
で
は
、

景
色
を
含
め
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
す
る

素
材
は
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら

の
活
用
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

香
住
高
校
３
年

香
住
高
校
３
年

　

尾
崎

　

尾
崎  

太太た

い

ち

た

い

ち一一
さ
ん
さ
ん

村
岡
高
校
３
年

村
岡
高
校
３
年

　

田
中

　

田
中  

和和か

ず

ま

か

ず

ま磨磨
さ
ん
さ
ん

香
住
高
校
３
年

香
住
高
校
３
年

　

西
川

　

西
川  

明明は

る

か

は

る

か花花
さ
ん
さ
ん

村
岡
高
校
３
年

村
岡
高
校
３
年

　　

小小こ

だ

に

こ

だ

に谷谷  

俊俊
し

ゅ

ん

す

け

し

ゅ

ん

す

け介介
さ
ん
さ
ん

香
住
高
校
１
年

香
住
高
校
１
年

　

木
原

　

木
原  

健健け

ん

た

ろ

う

け

ん

た

ろ

う

太
郎
太
郎
さ
ん
さ
ん
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●問い合わせ先　町教育委員会こども教育課

　第４回目はオープンスクールについてです。

　オープンスクールとは、授業をはじめ学校園所の行事や保育・教育活動のありのままの姿を、保護者や地域

の皆さんに公開する取組です。

　学校園所・家庭・地域は、それぞれが子どもたちの成長にかかわる当事者として、責任と役割を果たし、互

いに連携 ･協力して、子どもたちの保育・教育に取り組む必要があります。

　兵庫県教育委員会では、平成 16 年から 11 月を「兵庫の教育推進月間」と設定し、学校、家庭および地域

社会の連携のもとに展開されている教育活動を支援するとともに、子どもたちの教育への県民の理解を一層深

めるための取組を進めています。これに合わせて本町でも、各校園所で 11 月を中心にオープンスクールを実

施しています。

～オープンスクール～～オープンスクール～

　発達段階や規模の違いはありますが、地域の特

性を生かした各校園所ならではの保育・教育とた

くましく成長する子どもたちの姿をオープンス

クールでぜひご覧ください。

　本年度も 10月中旬から各校園所で始まります

ので、地域の皆さんにもお越しいただきたいと思

います。

　実施の日程などについては、次号の広報「ふる

さと香美」でお知らせします。

　その他不明な点については、各校園所へお問い

合わせください。

　未就園児や高齢者との交流会、就学前わくわく

交流会（他園所との交流会）、親子制作活動、体

操教室などを公開する予定です。

認定こども園・保育所・幼稚園

　授業をはじめ校内持久走記録会や親子学習会、

人権映画会、音楽会、日ごろの学習の成果を披露

する学習発表会などを公開する予定です。

小学校

　授業をはじめ日ごろの学習や文化活動の成果を

発表する文化祭を公開する予定です。

中学校

▲昨年度の祖父母参観日の様子（うづか幼稚園）

▲昨年度のマラソン大会の様子（佐津小学校）

▲昨年度の道徳の授業の様子（小代中学校）
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こちら
香美町役場
神戸営業所です

　皆さん、こんにちは。

　連載第 4回目は主に食材を通した本町の PR

を担当している今井の活動について紹介させて

いただきます。

　本町は、松葉ガニや但馬牛をはじめ、海、山、川

でとれる豊かな食材など魅力溢れる町です。本町に

はもともと魅力ある食材が多いことは事実ですが、

ただそれだけではなく、各業界関係者の皆さんが創

意工夫を凝らしさまざまな特産物を生み出してきた

ことが大きいと言えます。

　この魅力ある本町の食材を阪神地域の飲食店で提

供していただくことで「香美町」のことを知ってい

ただき「香美町に訪れてみたい」と思うきっかけを

作ることを目的に私は営業活動を行っています。

　１つの取組として、「香住ガニ（ベニズワイガニ）」

を使った料理を提供する「香住ガニフェスタ」を 9

月 25 日（月）から 10 月 7 日（土）までを大阪開

催として、10 月 9 日（月）から 20 日（金）まで

を神戸開催として計 29店舗で実施します。これは、

香住漁港で水揚げされた新鮮な香住ガニのむき身を

各飲食店が趣向を凝らした特別メニューとして期間

限定で提供するというイベントです。

　数ある飲食店の中から「このお店なら、本町の産

物を生かしたお料理を提供していただける」と思う

店舗を調べ、直接お願いし、開催に協力をいただき

ました。

　当フェスタを通して、香住ガニの新鮮さとおいし

さを楽しんでいただき、認知の拡大を図るとともに

香住ガニならではの良さを阪神地域の人たちへ PR

していきます。

　短期間ではありま

すが、「香美町」と

いう名前が阪神地域

で話題となるようが

んばります。

　これからも、本町

の産業振興のために

食材を通した PR 活

動を行います。

▲香住ガニフェスタの料理を撮影しています

更
新
手
続
き
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所 

℡
０
７
９
６
・
２
６
・
３
６
６
２

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
更
新
交
付
手
続
き

　

現
在
、
指
定
難
病
医
療
受
給
者
証
（
経
過
措
置
適
用
者
）
の
更
新
手

続
き
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

更
新
を
希
望
す
る
人
は
手
続
き
を
忘
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
更
新
手
続
き
の
案
内
に
つ
い
て
は
、
８
月
末
に
各
受
給
者
宛

て
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

有
効
期
間
が
今
年
12
月
31
日
（
日
）
ま
で
の
特
定
医
療
費
（
指
定
難

病
）
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
で
、
平
成
30
年
１
月
１
日
以
降
も
引
き

続
き
受
給
者
証
の
交
付
を
希
望
す
る
人

申
請
期
限

　

11
月
24
日
（
金
）

　

※ 

12
月
28
日
（
木
）
ま
で
更
新
手
続
き
は
可
能
で
す
が
、
11
月
25
日

以
降
に
更
新
手
続
き
を
し
た
場
合
は
、
新
し
い
受
給
者
証
の
発
送

は
平
成
30
年
１
月
４
日
（
木
）
以
降
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

申
請
先

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　

※ 

た
だ
し
９
月
26
日
（
火
）、
10
月
３
日
（
火
）、
10
月
17
日
（
火
）、

10
月
24
日
（
火
）、
10
月
31
日
（
火
）、
11
月
７
日
（
火
）、
11
月

14
日
（
火
）、
11
月
21
日
（
火
）
の
8
日
間
は
新
温
泉
健
康
福
祉

事
務
所
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
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予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

①
高
齢
者
の
た
め
の

②
高
齢
者
の
た
め
の

肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
、
定
期

接
種
と
し
て
接
種
費
用
の
一
部
を
公
費
で
負

担
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
助
成
対
象
者
で
未
接
種
の
人
は

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

助
成
対
象
者

　

町
内
に
住
所
の
あ
る
予
防
接
種
希
望
者
で

次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

① 

本
年
度
中
に
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80

歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳

に
な
る
人

　

② 

接
種
時
の
満
年
齢
が
60
歳
以
上
65
歳
未

満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
機
能
に
障

害
の
あ
る
人
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
の
あ

る
人

　

※ 

①
②
の
い
ず
れ
も
、
こ
れ
ま
で
に
接
種

を
受
け
た
人
は
対
象
外
で
す
。

自
己
負
担
額

　

４
３
０
０
円

　

※ 

生
活
保
護
世
帯
の
助
成
対
象
者
は
無
料

そ
の
他

　

肺
炎
球
菌
の
感
染
に
不
安
が
あ
る
人
は
、

早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。
た
だ
し
、

定
期
接
種
対
象
者
で
な
い
人
は
接
種
費
用
の

全
額
が
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

ず
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※ 

接
種
協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
を
希
望

す
る
人
は
、
事
前
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
医
療
機
関
に
接
種
の
予
約
を
行

う
前
に
、
必
ず
役
場
健
康
課
ま
た
は
各
地

域
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

 　

手
続
き
を
行
わ
ず
に
接
種
し
た
場
合
、

全
額
自
己
負
担
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年
12
月

ご
ろ
か
ら
翌
年
３
月
ご
ろ
に
か
け
て
流
行
し

ま
す
。
予
防
接
種
の
効
果
が
出
る
ま
で
に
２

週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
流
行
前
（
12

月
中
旬
ま
で
）
の
早
め
の
接
種
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

本
年
度
も
10
月
１
日
か
ら
65
歳
以
上
の
高

齢
者
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
費
用
の
一
部
を
公
費
で
負
担
し
ま
す
。

助
成
対
象
者

　

町
内
に
住
所
の
あ
る
予
防
接
種
希
望
者
で
、

次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

①
接
種
時
に
65
歳
以
上
の
人

　

② 

接
種
時
の
満
年
齢
が
60
歳
以
上
65
歳
未

満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
機
能
に
障

害
の
あ
る
人
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
の
あ

る
人

助
成
対
象
と
な
る
接
種
期
間

　

10
月
１
日（
日
）〜
平
成
30
年
１
月
31
日（
水
）

　

※ 

医
療
機
関
に
よ
っ
て
接
種
期
間
が
異
な

る
の
で
、
接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
額

　

２
５
０
０
円

　

※ 

助
成
回
数
は
一
人
１
回
（
２
回
目
接
種

は
全
額
自
己
負
担
）

　

※  

生
活
保
護
世
帯
の
助
成
対
象
者
は
無
料

接
種
時
に
必
要
な
も
の

・
住
所
や
年
齢
が
確
認
で
き
る
書
類

　

（
医
療
保
険
証
な
ど
）

・
健
康
手
帳

　

※ 

接
種
ま
で
に
役
場
ま
た
は
各
地
域
局
で

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
自
己
負
担
額

　

※ 

生
活
保
護
世
帯
の
助
成
対
象
者
は
接
種

時
に
医
療
機
関
窓
口
で
接
種
券
（
役
場

か
ら
送
付
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
方
法
な
ど

　

町
内
の
接
種
協
力
医
療
機
関
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。
希
望
す
る
医
療
機
関
に
各
自
で

直
接
予
約
し
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※ 

町
外
の
接
種
協
力
医
療
機
関
（
豊
岡
市
と

新
温
泉
町
の
医
療
機
関
の
一
部
）
で
も
手

続
き
を
す
る
こ
と
な
く
、
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
医
療
機
関
名
な
ど
は

役
場
健
康
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 　

な
お
、
医
療
機
関
に
接
種
の
予
約
を
行

う
際
に
「
香
美
町
民
」
で
あ
る
こ
と
を
必

医療機関名 電話番号

下山医院 36・3250

山本クリニック 39・1525

公立香住病院 36・1166

佐津診療所 38・0459

村瀬医院 94・0003

公立村岡病院 94・0111

兎塚診療所 96・0012

川会診療所 95・0024

小代診療所 97・2023

町内の接種協力医療機関

（市外局番はすべて 0796）
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主
な
感
染
経
路

予
防
接
種
、
規
則
正
し
い
生
活
も

感
染
予
防
に
効
果
あ
り

家
庭
で
注
意
し
た
い
「
経
口
感
染
」

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

感
染
症
を
予
防
す
る
た
め
に
…

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

　

「
微
生
物
」
は
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う

に
ご
く
小
さ
な
生
物
で
、
人
の
体
、
自
然
界
、

動
物
、
飲
食
物
な
ど
い
た
る
と
こ
ろ
に
存
在

し
て
い
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
は
、
人
に
害
を
及
ぼ
す
こ
と
な

く
共
存
し
て
い
る
「
常
在
菌
」
で
、
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
、
病
気
を
起
こ
す
微
生
物
か
ら

人
の
体
を
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

種
類
は
少
な
い
で
す
が
、
人
の
体
内
（
ま
た

は
皮
膚
表
面
）
で
増
殖
し
、
病
気
を
起
こ
す

微
生
物
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
病
原
体
」

と
言
い
、
感
染
症
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

感
染
症
を
防
ぐ
に
は
「
病
原
体
が
体
内

に
進
入
す
る
感
染
経
路
を
断
ち
切
る
こ
と
」、

「
体
内
に
進
入
し
て
も
病
気
を
起
こ
す
ま
で

に
増
殖
さ
せ
な
い
こ
と
」
が
主
な
対
策
で
す
。

　

病
原
体
が
人
の
体
に
入
る
道
筋
を
感
染
経

路
と
い
い
ま
す
。
感
染
経
路
は
、
病
原
体
の

種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
に
「
飛
沫
感
染
」
が
主

な
感
染
経
路
で
あ
っ
て
も
、「
空
気
感
染
」

　

飛
沫
感
染
す
る
も
の
で
も
、
咳
を
す
る
と

き
に
手
で
口
を
押
さ
え
れ
ば
、
手
に
菌
が
付

着
し
ま
す
。
こ
れ
が
、
手
か
ら
ド
ア
ノ
ブ
や

テ
ー
ブ
ル
な
ど
部
屋
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
付

着
し
、
そ
こ
を
触
っ
た
家
族
の
手
か
ら
口
へ

運
ば
れ
感
染
し
ま
す
。

　

経
口
感
染
が
主
な
感
染
経
路
で
あ
る
腸
管

系
の
感
染
症
の
場
合
も
排
便
後
、
目
に
見
え

な
い
病
原
体
が
手
に
付
い
て
同
様
に
広
が
っ

て
い
き
ま
す
。

や
「
経
口
感
染
」
も
起
こ
す
よ
う
に
複
数
の

感
染
経
路
を
も
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す

経
口
感
染
を
防
ぐ
に
は
、ま
ず
「
手
洗
い
」

飛
沫
感
染
を
防
ぐ
に
は
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　

人
の
皮
膚
は
と
て
も
強
く
、
菌
は
皮
膚
表

面
に
つ
い
て
い
る
だ
け
で
す
。
こ
れ
を
手
洗

い
で
洗
い
落
と
す
こ
と
で
、
経
口
感
染
の
経

路
を
断
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
洗
い
で
は
、
菌
の
数
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
体
内
に
入
る
菌
の
量

を
減
ら
し
て
発
症
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

指
と
指
の
間
、
親
指
の
付
け
根
は
病
原
体

が
た
ま
り
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。
左
右
の
指

　

飛
沫
感
染
で
感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に

「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・ 

咳
や
く
し
ゃ
み
を
人
に
向
け
て
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

咳
が
出
る
と
き
は
、
マ
ス
ク
を
正
し
く
着

用
し
、
感
染
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・ 

マ
ス
ク
が
な
く
て
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
そ

う
な
と
き
は
、
ハ
ン
カ
チ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

タ
オ
ル
な
ど
で
口
を
覆
い
ま
し
ょ
う
。

・ 

素
手
で
咳
や
く
し
ゃ
み
を
受
け
止
め
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

を
組
み
合
わ
せ
て
こ
す
る
と
よ
く
落
ち
ま
す
。

指
先
や
爪
先
も
反
対
側
の
手
の
ひ
ら
に
こ
す

り
つ
け
て
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

洗
っ
た
あ
と
は
、
乾
燥
し
た
清
潔
な
物
で

拭
き
ま
し
ょ
う
。
家
族
に
感
染
症
の
人
が
い

て
、
感
染
が
心
配
な
時
期
だ
け
で
も
、
ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
に
切
り
替
え
る
と
効
果
的
で
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
免
疫
（
抵
抗
力
）
を
つ
け
る

予
防
接
種
も
感
染
を
防
ぐ
効
果
的
な
方
法
で

す
。
昨
年
度
、
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
し

た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、
３
６

１
９
人
が
接
種
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
十
分
な

休
養
・
睡
眠
、
適
度
な
運
動
、
体
を
清
潔
に

保
つ
な
ど
健
康
な
体
を
つ
く
る
こ
と
も
、
感

染
症
を
防
ぐ
大
切
な
こ
と
で
す
。最
近
は「
笑

い
」
が
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
、
免
疫
力
を
強

め
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

病原体の侵入経路 感染症の例

経口感染
口から（手から口、飲

食品から口）

O157、赤痢、ノロウイルス胃

腸炎

接触感染 皮膚や粘膜の接触から
伝染症膿痂疹（とびひ）、頭じ

らみ、疥
かい せ ん

癬

飛沫感染
くしゃみや会話のとき

のしぶきから

インフルエンザ、風しん、おた

ふくかぜ

空気感染 空気中から 結核、麻しん、水痘

【主な感染経路】
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町
内
で
は
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
下
水
道
の

整
備
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
供
用
が
始
ま
っ

た
地
域
の
皆
さ
ん
は
早
期
に
下
水
道
へ
接
続

し
て
く
だ
さ
い
（
下
水
道
接
続
率
は
左
表
の

と
お
り
）。

　

な
お
、
工
場
の
汚
水
を
下
水
道
へ
流
す
際

に
は
事
前
の
届
出
や
、
工
場
排
水
の
水
質
改

善
の
た
め
に
新
た
に
排
水
設
備
の
設
置
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
上
下
水
道
課

私
た
ち
の
宝
〝
海
や
川
〞
を
汚
さ
な
い
よ
う
…

下
水
道
に
加
入
す
る
と
き

　

宅
地
内
に
排
水
管
や
汚
水
ま
す
を
布
設
す

る
工
事
や
、
ト
イ
レ
・
台
所
・
風
呂
・
洗
面

所
な
ど
の
排
水
器
具
の
接
続
工
事
を
排
水
設

備
工
事
と
い
い
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
は
、
町
の
指
定
工
事
店
で

な
い
と
施
工
で
き
ま
せ
ん
。
直
接
指
定
工
事

店
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。※ 接続率は、各処理区の人口に対する下水道接続人口の割合

※ カッコ内は当該処理区内で供用開始した最も早い区域の年月

各処理区別下水道接続率

地域・処理区 接続率
（今年 7月末現在） 供用開始年月

町全域 75.7％

香住区 68.0％

香住 53.7％ H18.5（一部 H16.3）

奥佐津 90.8％ H14.8（一部 H13.4）

相谷 86.3％ H13.4

安木 89.9％ H11.1

佐津 96.1％ H9.3

柴山 73.4％ H15.3（一部 H13.4）

長井北 97.0％ H9.3

長井南 96.4％ H10.3

余部 93.9％ H11.4

鎧 98.3％ H12.4

御崎 96.7％ H13.4

村岡区 89.5％

村岡 91.8％ H12.12（一部 H9.3）

兎塚 83.1％ H16.12（一部 H14.3）

射添 88.3％ H17.12（一部 H10.11）

大笹 97.7％ H16.12（一部 H2.1）

山田 90.6％ H15.8（一部 H14.10）

境 100.0％ H16.3

作山 83.3％ H17.1

小代区 85.0％

小代北 85.0％ H15.3（一部 H14.3）

小代南 86.4％ H14.6（一部 H14.4）

神場 57.6％ H14.4

１
ヵ
月
に
１
回
程
度
を
目
安
に　

「
ク
リ
ー
ン
ま
す
」
の
掃
除

　

下
水
道
に
接
続
済
み
の
皆
さ
ん
で
、
自

宅
の
屋
外
排
水
路
に
ク
リ
ー
ン
ま
す
を
設

置
し
て
い
る
場
合
、
こ
ま
め
に
掃
除
し
ま

し
ょ
う
（
１
ヵ
月
に
１
回
程
度
を
目
安
）。

　

ク
リ
ー
ン
ま
す
の
掃
除
を

怠
る
と
、
宅
内
の
排
水
口
か

ら
悪
臭
が
し
た
り
、
油
脂
分

な
ど
の
固
着
に
よ
っ
て
排
水

が
逆
流
し
、
宅
内
の
排
水
口

か
ら
あ
ふ
れ
出
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

下
水
道
の
集
合
処
理
区
域
の
宅
地
を
対
象

に
、
地
下
水
の
か
ん
養
や
水
資
源
の
有
効
活

用
を
目
的
と
し
た
施
設
の
設
置
に
対
し
て
、

次
の
よ
う
な
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

雨
水
貯
留
施
設
（
浄
化
槽
の
転
用
）

　

下
水
道
接
続
で
不
要
に
な
っ
た
浄
化
槽
を

転
用
し
、
庭
の
花
や
家
庭
菜
園
へ
の
水
や
り

な
ど
に
利
用
で
き
る
よ
う
雨
水
を
貯
め
る
貯

留
槽
に
改
造
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

・ 

助
成
額
… 

改
造
工
事
費
の
３
分
の
２
（
上

限
10
万
円
）

雨
水
貯
留
・
浸
透
施
設
設
置
助
成
制
度

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
上
下
水
道
課

雨
水
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

雨
水
貯
留
施
設
（
雨
水
タ
ン
ク
）

　

屋
根
に
降
っ
た
雨
水
を
タ
ン
ク
（
助
成
対

象
は
容
量
２
０
０
ℓ
以
上
）
に
た
め
て
、
庭

の
花
や
家
庭
菜
園
の
水
や
り
な
ど
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

・ 

助
成
額
… 

購
入
費
お
よ
び
設
置
工
事
費
の

３
分
の
２
（
上
限
５
万
円
）

雨
水
浸
透
施
設

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
し
た
敷
地
で
も
、
屋

根
や
敷
地
内
に
降
っ
た
雨
水
を
地
下
に
浸
透

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・ 

助
成
額
… 

購
入
費
お
よ
び
設
置
工
事
費
の

３
分
の
２
（
上
限
５
万
円
）
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

第第4040回香住ふるさとまつり回香住ふるさとまつり

7 月 22 日（土）に香住浜周辺で第 40 回香住ふるさとまつりが多くの来場者を
迎え、盛大に開催されました。
① 40 回記念「香住ファンテリュージョン 40th anniversary」など約 2500 発を打
ち上げた海上花火大会　②暑さをしのぐ氷柱に触れる子どもたち　③さまざま
な衣装を身にまとい、息を合わせたらいを漕ぐ参加者　④こども大会の長ぐつ
とばしに挑戦する参加者　⑤ステージイベントでダンスを披露する参加者

7 月 29 日（土）に小代地域局前で第
40 回ふるさと小代夏まつりが多くの
来場者を迎え、盛大に開催されました。
①香美超戦隊オジレンジャー GEO
ショー。新キャラ「香美の破壊獣ガイ
デス」が登場　②地元で活動する団体
による出店。売り上げは地元の子ども
たちの活動に充てる　③ミニミニ長
渕によるそっくりショー

②

③

③

8 月 5 日（土）に村岡商店街で第 44
回村岡ふる里祭りが多くの来場者を
迎え、盛大に開催されました。
①村岡中学校吹奏楽部の演奏で幕開
け　②村岡小学校音楽隊によるパ
レードで会場を盛り上げる　③村岡
藩山名子ども大名行列。殿様や姫君、
足軽などの衣装を身につけ、商店街を
練り歩いた

②

③

④②

⑤

①

① ①

第第4040回ふるさと小代夏まつり回ふるさと小代夏まつり 第第4444回村岡ふる里祭り回村岡ふる里祭り
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フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
に

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

知
っ
て
お
き
た
い
認
知
症
介
護

〜
ら
く
楽
介
護
教
室
〜

●問い合
わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

　

町
で
は
元
気
で
安
心
で
き
る
介
護
生

活
を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
「
ら
く
楽
介

護
教
室
」
開
催
し
て
い
ま
す
。
介
護
を

し
て
い
る
人
だ
け
で
な
く
、
介
護
に
関

心
の
あ
る
人
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
認
知
症
」

　

認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
人
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
に
戸
惑
わ
れ
る
と
思
い

ま
す
。特
に
、一
人
で
悩
み
な
が
ら
日
々

介
護
を
し
て
い
る
家
族
の
人
は
、
大
変

な
思
い
を
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
認
知
症
と
い
う
病
気
を
正

し
く
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ち
ょ
っ

と
し
た
配
慮
や
工
夫
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

「
ら
く
楽
介
護
教
室
」
で
は
、「
優
し

い
認
知
症
ケ
ア
の
方
法
」
を
学
び
、
介

護
を
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
穏
や
か
に

過
ご
せ
る
方
法
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
お
む
つ
交
換
の
コ
ツ
や
介
護

技
術
に
つ
い
て
、
実
技
を
交
え
な
が
ら

日
頃
の
疑
問
に
答
え
ま
す
。

　

介
護
を
す
る
人
同
士
の
交
流
も
で
き

ま
す
の
で
、
普
段
の
苦
労
話
を
語
り
な

が
ら
ラ
ク
で
楽
し
い
介
護
の
ヒ
ン
ト
も

つ
か
め
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、
介
護
者
の

頑
張
り
を
支
え
る
「
自
分
に
優
し
い
、

頑
張
ら
な
い
介
護
」
を
一
緒
に
学
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ先

役場総務課防災安全室

　

住
宅
再
建
共
済
制
度
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

共
済
」
は
、
住
宅
を
所
有
す
る
人
な
ど
に

加
入
い
た
だ
き
、
平
常
時
か
ら
資
金
を
寄

せ
合
う
こ
と
で
、
台
風
や
地
震
な
ど
全
て

の
自
然
災
害
発
生
時
に
被
害
を
受
け
た
住

宅
な
ど
の
再
建
・
補
修
を
支
援
す
る
も
の

で
す
。

　

町
内
で
も
、
風
水
害
や
雪
害
で
被
害
に

遭
わ
れ
た
加
入
者
に
対
し
て
給
付
金
が
支

給
さ
れ
た
事
例
も
あ

り
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
と
き
の
わ
が
家
の

安
全
・
安
心
の
た
め

に
、
ぜ
ひ
ご
加
入
く

だ
さ
い
。

共
済
負
担
金
、
給
付
額
に
つ
い
て

○
住
宅
再
建
共
済
制
度

　

 　

年
額
５
０
０
０
円
の
共
済
負
担
金
で
半

壊
以
上
の
住
宅
の
再
建
に
対
し
、
最
大
６

０
０
万
円
の
給
付

　

 

一
部
損
害
特
約
（
住
宅
再
建
共
済
制
度
加

入
者
が
対
象
で
す
）

　

 　

年
額
５
０
０
円
の
共
済
負
担
金
で
一
部

損
壊
（
損
害
割
合
10
％
以
上
20
％
未
満
）

の
住
宅
の
補
修
に
対
し
、
最
大
25
万
円
を

給
付

○
家
財
再
建
共
済
制
度

　

 　

年
額
１
５
０
０
円
の
共
済
負
担
金
で
半

壊
以
上
ま
た
は
床
上
浸
水
に
対
し
、
最
大

50
万
円
を
給
付

※ 

こ
の
ほ
か
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
向
け

に
共
用
部
分
の
再
建
支
援
制
度
が
別
に
あ

り
ま
す
。

申
込
方
法
な
ど

　

役
場
窓
口
の
加
入
申
込
書
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（http://

p
h
o
e
n
ix
.ju
ta
k
u
sa
ik
e
n
.jp
/jo
in
/in
d
e
x
.

htm
l

）
か
ら
も
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

と　き ところ

10月 16 日（月）

13時 30 分～ 15時 30 分

民宿「安助」

（香住区七日市 249）

10 月 25 日（水）

10時 00 分～ 12時 00 分

村岡リハビリセンター

（村岡区村岡 351-3）

■らく楽介護教室の開催日程など

※ 参加を希望する人は、開催日の１週間前までに、いき
いき相談センターへお申し込みください。

※茶話会代として参加費（100 円）が必要です。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

環境ボランティア環境ボランティア
清掃ごみの処理方法清掃ごみの処理方法
●問い合わせ先　役場町民課

【事例】

　SNS で実業家を名乗る人と知り合い「外国

の旅行クラブの会員になれば安く旅行できる。

初期費用５万円と月会費が必要だが、人を紹介

すれば初期費用が実質無料になる」と言われて

その気になった。

　実業家が持参したパソコンで私の個人情報を

入力し、クレジットカードで初期費用などを決

済したが、契約書などの控えは渡されなかった。

　その後、不安になり、クーリングオフしよう

と退会申請をしたが「登録したアドレスが違う」

と英文で返信された。実業家に連絡しても繋が

らない。このまま毎月の会費を支払い続けなけ

ればならないのか。

【ひとことアドバイス】

◆ 簡単に儲かるなどの説明をうのみにせず、仕

組みやリスクを理解し、書面などで契約内容

をきちんと確認しましょう。

◆ 安易に「必ず儲かる」など不実のことを伝え

て勧誘した場合、勧誘を行った者も違法性を

問われる恐れがあります。

◆ 勧誘した人と連絡が取れなくなったり、「日

本の法律は通用しない」と主張して解約に応

じない海外事業者もいたりするので、注意が

必要です。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

　賢い消費者になりましょう！

活費 相談

海外旅行クラブの会員紹介で儲かる？
～SNS で知り合った実業家？～

直接持込を行う場合

① 搬入予定日の 3日前までに、ごみ搬入証発行申

請書（環境ボランティア清掃用）を役場町民課ま

たは各地域局に提出し、「ごみ搬入証」の発行を

受ける（申請書は町のHPからダウンロード可）。

② 施設への搬入を行う（ごみの搬入先および搬入時

間は表のとおり）。

※ ボランティアごみは原則として各自で搬入を行っ

てください。

※ クリーンパーク北但へ搬入した場合は、発行され

た計量票を役場町民課または各地域局へ提出して

ください。

地区のゴミステーションに出す場合

　少量の環境ボランティア清掃ごみで、運搬手段が

無いなどの理由がある場合に限り、町の収集車で回

収します。ただし、この場合には以下のことを遵守

してください。

ごみの搬入先

ごみを搬入できる時間

　町では、環境ボランティア清掃によって発生した

ごみの処理を次のとおりとしています。

① 排出する 3日前までに排出者の名称・連絡先・

ボランティア清掃の内容・排出量・施設への搬入

が困難な理由を役場町民課または各地域局へ連絡

をする。

② 環境ごみ袋または任意の袋に入れて、「環境ボラ

ンティア清掃ごみ」と張り紙や表記をしてごみス

テーションに出す。

※ 家庭ごみの排出に支障がないように、ごみ袋 3

袋程度までにしてください。

搬入場所 搬入時間 休業日

クリーンパーク北但
月曜日～土曜日
8時 30分～ 16時 30 分

日曜日・休日・年
末年始（12/31 ～
翌年 1/3）

旧矢田川レインボー

内のヤード
月曜日～金曜日
8時 30分～ 17時 00 分
※ 事前に予約をお願い
します。

土曜日・日曜日・
休日・年末年始
（12/29～翌年 1/3）最終処分場

分類 搬入先 搬入方法

①可燃系 クリーンパーク北但
（豊岡市竹野町坊岡 943）
℡ 0796・21・9110

施設搬入計量時、窓口で
「ごみ搬入証」を提出して
ください。手数料は必要
ありません。

②不燃系

③処理困難物
旧矢田川レインボー内
のヤード 現地の職員などの指示

に従ってください。
④清掃土砂

最終処分場
（香住区大野 165-2）
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■
編
集
後
記
■

　

10
月
5
日
の
例
大
祭
に

向
け
、
香
住
三
番
叟
の
稽

古
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

香
住
三
番
叟
は
千
歳
・

翁
・
黒
木
尉
の
三
役
な
ど

を
中
学
１
年
が
す
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
私
も
中

学
１
年
の
と
き
に
翁
を
踏

み
ま
し
た
。
地
元
に
帰
っ

て
き
て
か
ら
は
実
行
委
員

会
に
入
り
、
翁
の
師
匠
や

笛
や
鼓
な
ど
の
練
習
を
し
、

三
番
叟
の
継
承
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

18
年
前
に
は
父
親
と
３

年
前
に
は
息
子
と
鼓
を
し
、

親
子
で
舞
台
に
あ
が
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

三
番
叟
な
ど
の
伝
統
芸

能
は
、
地
域
の
伝
統
を
地

域
の
人
が
守
り
、
そ
の
後

継
者
を
育
て
る
、
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
す
る

こ
と
の
で
き
る
地
域
の
誇

り
と
言
え
る
の
は
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
木
）

文 芸 か み文 芸 か み
香住短歌会香住短歌会

耳
慣
れ
ぬ
忖
度
の
言
葉
と
び
交
い
て
七
十
路
に
し
て

広
辞
苑
め
く
る　
　
　
　
　
　
　
　

岩
本 

道
代

香
住
沖
ど
こ
ま
で
続
く
潮
の
道
波
静
か
に
し
て
夕
陽

に
と
ど
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西 

弘

空
白
の
心
の
す
き
間
を
塞
ぐ
ご
と
あ
で
や
か
に
咲
け

り
百
日
紅
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

幸
代

野
良
仕
事
は
か
ど
り
し
日
の
姑
の
指
プ
シ
ュ
ツ
！
と

音
よ
く
ビ
ー
ル
を
開
け
り　
　
　
　

小
西 

松
子

異
論
は
き
か
ず
イ
エ
ス
マ
ン
ば
か
り
侍
ら
せ
て
ど
こ

か
の
国
と
似
て
き
た
日
本　
　
　
　

嶋
田 

冨
美
代

と
う
が
ん
は
か
ん
ぴ
ょ
う
で
す
か
と
だ
し
ぬ
け
に
七

夕
の
夜
電
話
か
か
り
き　
　
　
　
　

滝
本 

正
直

少
年
が
夏
の
浜
辺
に
造
り
た
る
未
来
都
市
と
ふ
波
が

消
し
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
田 

和
代

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
吾
の
体
を
ば
拭
き
清
め
給
ふ

有
り
難
き
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田 
明
美

清
明
の
香
住
の
海
に
満
月
は
顔
を
の
ぞ
か
す
兎
も
は

ね
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原 

町
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

　
　

◆
定
例
会　

（
香
住
区
中
央
公
民
館
）

　
　
　

毎
月
第
二
木
曜
日　

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

射
添
地
区
の
伝
統
芸
能
「
盆
踊

り
」「
芸
踊
り
」
で
使
用
さ
れ
る

や
ぐ
ら
や
提
灯
な
ど
を
（
一
財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
を
受
け
整
備
、
新
調
し

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
宝
く
じ
の

事
業
収
入
を
地
域
の
活
性
化
の
た

め
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
や
ぐ
ら
や
提
灯

な
ど
は
８
月
19
日
に
行
わ
れ
た
第

23
回
射
添
地
区
伝
統
芸
能
大
会
で

お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
が
起
源
と
さ
れ
る

「
芸
踊
り
」
で
は
、
練
習
や
準
備

な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
射

添
地
区
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
し
く

な
っ
た
や
ぐ
ら
を
囲
み
、
異
世
代

と
の
交
流
と
地
域
の
一
体
感
を
深

め
ま
し
た
。

宝
く
じ
助
成
で
地
域
の
活
性
化
を
！

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

▲新調されたやぐら（射添を考える会）▲新調されたやぐらを囲み盆踊りをする射添地区の皆さん
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 29年 8月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0136

こんにちは、赤ちゃん

お悔やみ申し上げます

まちのうごき

人　口

　男　

　女　

世帯数

カッコ内は前月比

20）

2）

18）

12）

（平成 29 年 8月 1日現在）

18,312 人（－

8,759 人（－

9,553 人（－

  6,653 世帯（＋

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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高
校
生
の
視
点
で
地
域
の
魅
力
を

発
信
し
よ
う
と
地
域
づ
く
り
サ
ミ
ッ

ト
ｉ
ｎ
但
馬
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
岡
・
生
野
・
出
石
・
浜
坂
高
校

の
生
徒
た
ち
が
「
高
校
生
に
よ
る
但

馬
の
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

テ
ー
マ
に
、
学
校
で
取
り
組
ん
で
い

る
活
動
を
発
表
。

　

村
岡
高
校
の
生
徒
は
小
規
模
集
落

の
調
査
を
通
じ
て
「
そ
こ
に
住
ん
で

い
る
人
に
は
当
た
り
前
で
も
、
外
か

ら
見
た
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

を
感
じ
た
。
ふ
る
さ
と
教
育
を
通
じ

て
地
域
活
性
化
を
し
た
い
」
と
発
表

し
ま
し
た
。

　

ピ
ー
マ
ン
の
栽
培
普
及
と
販
売
促

進
を
図
ろ
う
と
「
旬
の
野
菜
収
穫
祭

は
っ
！
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

水
を
張
っ
た
桶
に
浮
か
ぶ
ピ
ー
マ

ン
を
釣
竿
で
釣
り
上
げ
る
「
水
浴
び

ピ
ー
マ
ン
釣
り
大
会
」
は
制
限
時
間

内
に
釣
り
上
げ
た
ピ
ー
マ
ン
の
数
で

競
う
も
の
。

　

新
温
泉
町
か
ら
親
子
で
参
加
し
、

小
学
生
以
下
の
部
で
優
勝
し
た
中
井

陽ひ

な菜
さ
ん
（
10
歳
）
は
「
３
回
目

の
出
場
で
初
め
て
優
勝
し
ま
し
た
。

ピ
ー
マ
ン
は
家
族
で
食
べ
た
い
で

す
」
と
嬉
し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

地
域
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
！

は
っ
！
ピ
ー
マ
ン
デ
ー

７
月
15
日
、
村
岡
体
育
館

７
月
17
日
、
村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン

▲活動発表をする生徒の皆さん

▲ピーマン釣りに挑戦する参加者

▲活動発表をする生徒の皆さん

▲ピーマン釣りに挑戦する参加者

　

水
に
親
し
み
な
が
ら
身
の
安
全
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
「
全
国

一
斉
１
分
間
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
浮
き　

世
界
記
録
に
挑
戦
〜
海
と
日
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
〜
」
に
香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
が
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
抱
え
て
１
分
間

浮
い
て
い
る
人
数
を
カ
ウ
ン
ト
す
る

も
の
で
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
の

16
人
が
参
加
。成
功
と
な
る
に
は「
目

と
鼻
と
口
、
つ
ま
先
を
水
面
か
ら
出

す
」
な
ど
の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

初
参
加
の
小
西
龍

り
ゅ
う

く
ん
（
10
歳
）

は
「
つ
ま
先
を
出
す
の
が
難
し
っ
た
。

ま
た
来
年
も
挑
戦
し
た
い
で
す
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

町
の
漁
業
技
術
を
学
び
、
母
国
の

漁
業
の
発
展
に
役
立
て
よ
う
と
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
漁
業
技
能
実
習
生
が

７
月
20
日
に
来
日
し
、
23
日
、
浜
上

町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
回
来
日
し
た
の
は
、
19
歳
か
ら

24
歳
ま
で
の
13
人
。
但
馬
漁
協
の
漁

船
で
３
年
間
の
漁
業
実
習
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

研
修
生
代
表
の
ム
ハ
ッ
マ
ド
・

シ
ャ
イ
フ
ル
・
ム
ジ
ャ
ブ
さ
ん
は「
若

い
時
の
苦
労
は
将
来
、
役
に
立
つ
と

言
わ
れ
る
。
日
本
で
漁
業
技
術
を
学

び
、
母
国
の
漁
業
に
役
立
て
た
い
で

す
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

世
界
記
録
に
挑
戦
！

日
本
の
漁
業
技
術
を
学
び
ま
す

７
月
23
日
、
香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

７
月
23
日
、
香
美
町
役
場

▲ペットボトル浮きに挑戦する参加者

▲研修生代表のあいさつをするムジャブさん▲研修生代表のあいさつをするムジャブさん

▲ペットボトル浮きに挑戦する参加者
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小
代
区
の
要
の
滝
・
三
段
の
滝
で

「
ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ
ク　

ス
リ
ル

ウ
ォ
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外

か
ら
延
べ
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
７
月
24
日
は
大
雨
の
た
め

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
25
日
か
ら

は
水
量
の
増
し
た
迫
力
あ
る
滝
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

26
日
と
29
日
は
、
香
美
町
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
も

同
時
開
催
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
「
迫
力
が

あ
っ
て
素
晴
ら
し
か
っ
た
」「
昼
間

と
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
い
て
感
動
し

た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

日
影
区
（
西
村
一
正
区
長
）
が
毎

月
第
1
土
曜
日
に
発
行
し
て
い
る

「
村
だ
よ
り
」
が
発
行
か
ら
30
年
を

迎
え
、
30
周
年
特
別
記
念
号
と
な
る

第
３
６
３
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

区
民
の
意
見
や
思
い
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
広
報
が
あ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
、
昭
和
62
年
8
月
1
日
に
第

１
号
を
発
行
。

　

西
村
区
長
は
「
歴
代
の
区
長
や
広

報
係
が
一
生
懸
命
続
け
て
き
た
村
だ

よ
り
を
、
40
年
、
50
年
と
続
け
て
い

き
た
い
。
村
だ
よ
り
を
通
じ
て
日
影

区
の
団
結
に
つ
な
が
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

海
や
魚
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と

香
住
観
光
協
会（
藤
原
進
之
助
会
長
）

が
、夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト「
ジ
オ
パ
ー

ク
魚
と
元
気
っ
子
」
を
実
施
し
、
町

内
外
の
親
子
連
れ
な
ど
約
２
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

地
曳
網
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
一

生
懸
命
、
引
き
上
げ
た
網
に
ア
ジ
な

ど
の
魚
が
大
量
に
入
っ
て
い
て
、
参

加
者
た
ち
は
大
歓
声
。

　

神
戸
市
か
ら
家
族
で
参
加
し
た
黒

川
郁い

く

こ子
さ
ん
（
８
歳
）
は
「
網
は
す

ご
く
重
た
か
っ
た
。
サ
メ
が
入
っ
て

い
て
び
っ
く
り
し
た
。
獲
れ
た
魚
は

家
族
で
食
べ
た
い
で
す
」
と
楽
し
そ

う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
制
定
さ
れ
た
「
山
の
日
」
を

記
念
し
、
香
美
町
ふ
る
さ
と
山
の
会

が
町
内
の
山
や
史
跡
な
ど
を
巡
る

「
香
美
神
の
頂
に
登
ろ
う
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

香
住
、村
岡
、小
代
の
３
区
８
コ
ー

ス
で
登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
、

各
コ
ー
ス
登
頂
後
に
は
、
順
次
発
煙

筒
を
使
い
、
昔
の
連
絡
手
段
と
さ
れ

た
の
ろ
し
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

小
代
区
の
高
丸
山
コ
ー
ス
に
参
加

し
た
岡
村
美
賀
子
さ
ん
は
「
景
色
も

良
く
、
す
っ
き
り
と
し
た
気
分
で
気

持
ち
が
良
か
っ
た
で
す
。
他
の
山
か

ら
の
の
ろ
し
も
見
え
て
良
か
っ
た
で

す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

「
人
権
文
化
を
す
す
め
る
町
民
運

動
」
の
一
環
と
し
て
町
人
権
教
育
研

究
協
議
会
香
住
支
部
な
ど
が
「
人
権

講
演
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
全
国
隣
保
館
連
絡
協
議

会
の
常
任
顧
問
兼
事
務
局
長
の
中
尾

由ゆ

き

お

喜
雄
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
「
人
権

文
化
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

〜
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
教
え
て
く

れ
た
も
の
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

中
尾
さ
ん
は
「
人
と
人
が
支
え

合
っ
て
生
き
て
い
く
大
切
さ
を
教
え

ら
れ
た
。
つ
な
が
る
た
め
の
地
域
社

会
を
ど
う
作
る
か
が
大
切
で
す
」
と

語
り
ま
し
た
。

神
秘
的
な
滝
に
感
動
！

村
だ
よ
り
発
行
30
周
年

大
漁
の
魚
に
大
歓
声
！

香か

み

が

み

美
神
の
頂

い
た
だ
き

に
登
ろ
う

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
教
え
た
も
の

７
月
24
日
〜
29
日
、
小
代
区

７
月
31
日
、
日
影
区

８
月
４
日
、
三
田
浜
海
水
浴
場

８
月
11
日
、
町
内

８
月
６
日
、
香
住
文
化
会
館

▲ライトアップされた要の滝

▲特別記念号を手にする西村区長

▲大漁の魚に大歓声をあげる参加者

▲実体験をもとに人権の尊重について語る中尾さん

▲ライトアップされた要の滝

▲特別記念号を手にする西村区長

▲大漁の魚に大歓声をあげる参加者

▲実体験をもとに人権の尊重について語る中尾さん

▲高丸山コースに参加した皆さん



この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。

役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　 消費生活センター　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

行政放送が聞き取れなかった

場合はお電話ください。

専用電話番号

０１２０・６３・１２１０

（通話料無料）

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
150

号
）
平
成
29
年
9
月
14
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

香美町地域おこし協力隊 日記香美町地域おこし協力隊 日記
第６話

　「香美町の地域おこし協力隊っていつもどこで何し

てるの？」

　そんな質問に答えるため協力隊メンバーの日々の活

動や暮らしを毎月交代でお知らせします。

　こんにちは。香美町地域おこし協力隊の北田茜です。

　今回は、森のステーション美方事務局として活動す

る私の 1日の主な業務内容や今後の目標などについ

てお知らせします。

▲北田隊員

▲登録店舗でグリーンチケットを回収する北田隊員

▲森のステーションで伝票の回収をする北田隊員

▲伝票の入力やイベントの企画を作る北田隊員

Ｑ
．
１
日
の
主
な
業
務
の
流
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
朝
、
ま
ず
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
す
。

　

 　

そ
の
後
、
郡
内
３
ヵ
所
の
森
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

荷
さ
れ
た
伝
票
の
回
収
や
登
録
店
舗
で
使
用
さ
れ
た
グ

リ
ー
ン
チ
ケ
ッ
ト
の
回
収
に
行
き
ま
す
。

　

 　

そ
の
他
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
習
会
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
２
ヵ
月
に
１
度

発
行
し
て
い
る
「
森
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
よ
り
」
の
制

作
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
今
後
、
取
り
組
ん
で
み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ 

．
美
方
郡
全
体
で
木
と
触
れ
合
え
る
機
会
を
増
や
し
た

い
の
で
、
木
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
開
催
し
た
い
で
す
。

Ｑ
．
３
年
の
任
期
満
了
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ 

．
あ
と
１
年
半
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
町
内
に
暮

ら
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
人
だ
け
で
な
く

地
域
以
外
の
人
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
人
と
共
有
で
き
る
場

所
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
か

ら
少
し
ず
つ
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。


